Ca＋

疑問・質問

1. どこで行うのか？

2. 人材は？ボランティア？誰ができるのか？

3. 資金の調達や内訳は具体的にどのようになっているのか？

4. 活動は週二回。そのうちの一回がゲームで、学習が一回だと、目標である日本人児童と共に学習できるまでに授業の遅れを取り戻すのは難しいのでは？
5. 運営側は、支援に参加してくれる学生側へのサポートやカウンセリング、ミーティングなども必要なのではないか？

6. 日本人児童にもJSL児童の出身国のことなどを分かってもらう必要があるのでは？

7. 日本人児童も一緒に参加しやすいように一工夫を入れるといいのでは？

8. 放課後の課外活動には日本人児童も参加するのか？

9. トラブルの具体的な解決策に不安があるのでは？

10. 日本語と児童の母語を使いゲームとあるが、児童同士の母語が異なるため問題が生じないか？

11. JSL児童の母語の語科の学生が集まらなかったどうするのか？

12. 既存するNGO団体との違いやユニークポイントはどこにあるのか？

感想・提案

1. 遊びを取り入れて在住外国人の児童の支援を行うべきという仕組みが分かりやすく説明されていた。しかし、NGOである必要性があるのかと、疑問に思った。

2. 三鷹における外国人児童の割合の情報があるとより説得力があったように思う。

3. 特別授業の１７時～１８時という時間帯は、小学生にとっては遅すぎるのではないだろうか。

4. 子供の出身国の文化や言葉の遊びをするならば、外大生の知識だけでは補えない場合がありそうだが、その場合は誰に頼ることができるのか？

5. 資源：収支計画が少し曖昧だったように思うが、JSL児童の問題は割と身近で実現性も十分だと思う。

6. 週一回で授業の分からないところをフォローするというのも、ある程度勉強ができる児童とまったく日本語が分からない最初の段階にいる児童とでは難しいと思う。

7. 外大生は、非母国語で授業をするということについて周到な準備を必要とされる。

8. 様々な国からの生徒が集まるためにはやはり共通語として日本語を使用するしかないと思う。
